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スノッリの父ストゥノレラ

1.中世アイスランド文学を代表する人物として, snωH S加d山on(1179

-1241)の名は人口に驗炎している。彼は詩学入門i牛五ddαやノルウェ

一王朝史 Ha'机Sたri"g1αの偽U乍をものした作者として,或いは祖岡の独

立喪失に小さからぬ役割を演じた政治家として,アイスランド酬民史にお

いて,功罪いずれの評価もなされている。しかしながら,その功鞁の力が

大であることは多言を要しないであろう。

ところで, snm亘の一放は彼の父 Stud0 には1んで S加dong町くスト

ウルラー仍D と1]乎ひ'ならわされているが,彼らは「スノリを含めていず

れも打能で知諜に富むと共に名誉心や財貨欲が強く他人の地位と財産をじ

わじわとしめつけて収込むサよどお于のものだったようだ。そして一旦丁・に

入れ九ものは,死んでも乎放さぬ趣きがあった上ようだ。彼ら一欣の祖

St山la は「知謀にすぐれた上に,事にあたっては米断で仮イ告がなかったか

ら,近隣の首Υ心としきりに染っ九が,一度として敗れることがなく,めき

めきと力をのばし」,.遂にはアイスランドを左イiする行力者の一人となっ

た。オ斬高では,それを文献によって辿っていき,それが,将来とり_上げる

人問 Snor"の中桝*とどのように関わるか・・一名誉欲や賢明さを慈、子は父

より受けついでいるようだが^を検刷するための材'料にしたい。

用いる1'本文献は, S加da と同名の孫 Studa P6角a玲on (1214-84・)ー

S加da 阻gnaHta亘<サガ作者ストゥルラ>と紳名される^等の、予にな

るとジ子えらオ1てし、る Shグh1πga sagαの1、1Uこ含まオ1る 1 巻 Stlu・hι Saga

である。

今日 2種の写本によって知られている Shu'hmga .氾g"は,本来列い乞し
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た諸作品が^部分的な編集を施されて7つのサガが^集成され,更に

他の資刈・が迫加されナこもので,ほぼⅡ20-1264年のアイスランド社会を扱

う火作である。3 この集成の一部をなす Shグh'sag〆は,その成立時1切に

ついては,遅くとも 1200年代最初の四半朔と考えられている。.作者につ

いては,恩子 SnωH とみる説もあるが,'これは介、日支持されていない。

木作昂.の電点は,倒"徳埒代以来の名門正統派に属する豪族たちの問におけ

る St山la の怖ソJ獲得,なり上りの描写に羅かれている。一般的な見解

に従えぱ,このサガの主人公は批判的に描かれ,その狹附さと毒舌が強調

されておりJそれはとても恩子が古いたとは'恐えないのである。8 しかし,

サガの中に伝えられている St山10 の言'動は^逆説的な強調を目的とす

るのであれぱ刎だが^,必ずしもこの一般的な見觧を裏づけるものでな

いとも老えられる。それはさておき,内容そのものは,主人公はじめ人

物,地理,事件をよく知る者にしてはじめてi"き得る詐細な^場介によ

つては必要以上に'、Υ所判な^記述である。

2.北太西洋の孤.1;b アイスランドに岐初の本格的な柚民者 lng61h

Ama埒on が来たのは,ヨーロッパ大陵でフランク王国がすでに力ール人

帝の恩子九ちの朋に分'削されて吋建制度が進展してい九頃で,それは,ノ

ルウェー最籾の統一者「ハラルド美髪王が16歳の時だったが,二度目[に

Ing61丘がアイスランドに来たの]は 5 冬後だった。彼はi打部の Roykj釘V途

「=今口の首府 ReykjaVⅡ司に住んだ」(1S1ム.§ 1)。0 こうして,ノルウェ

一人を中心として釘4午噸から約「60年でアイスランドはすっかり開拓さ

れてしまった」 q6id.§3)Wのである。

この<朋拓"ど代>にルj西ノルウェーの V0部地方から, Pωm6翫

Odd部on が来1;b して1川アイスランドに長く突き出ている半島 Sn記{eⅡSn郎

の南束部に住んだ(ι4"d". PP.100{.)。Ⅱその息子 G0610ug, enn a"6gi

は,同半島南部に士地を収得し九。彼の息子のひとりは G岫leHし別の

息子は「1'orfinnしその息子は GU61aug,,その娘は P命dis,その息子

は P針6r,その息子は Hvamm,の S加Ha である」 q61'd. PP.10of..



103)。

刎のノルウェー人 Porbj9rn lold B96m6δSson は,北1!Uアイスランド,

介'日の Barδastねnda玲,sla に士地を入丁・して作ノVだその息子は PωgⅡS

で,彼の孫の孫が Snωd で,「彼は Viga-S加d0 の娘 A.ny を湊とし

九。かれらの息子は GilS で,これは GU乱卯g の娘 P6rd玲をJざとし,

P兪diS は Snmd g0翫の恩子 HaHd6n の娘 1^Orkatla の娘でもある。

GⅡS の怠子は P6r6r だった。彼は Svertingr の娘 VigdiS をりでとした。

かれらの息子は Hvamm,の Studa である」 q厶id. PP.165f.)。

ハラルド共髪王の臣、ドを父糊の仇として殺し,アイスランド北那の

Eyja{j6血山に移侘した男「AsgHm,の息子は EⅡ巡a-G血加,その息子

は A.gHm,と Sig舶部,後者の娘は Pωg田翫,その息子は G五m,,その

,獣子は Svertingr,そのι良は Vigdis,その息ヨニは Hvammr の Sturla

である」(ι""d". PP.260,262,264)。

以上の資刈から判るように,最初瑚の移住者たちから数えて4~5枇代

の後に, st山la の両競はアイスランドに生まれ,そこで一生を送った。

(上の系譜に登場する人物たちは, snωdg0翫を除けぱ,サガ等には認

められない,いわぱ'無名の人々である。)

63

1._1二述の半,i;b sn紀felbneS の北に,大きな湾 B祀i加fj6角山力"'たわ

つている。その東南1鵯に比較的火きな湾 Hvamm証j6角山があり,そ

の北に小さな半,1;bがある。 Gi卯打 1.1ei{sson が司教であったW{ a082-

Ⅱ06),.その半工bの南j.1部 FeⅡS肘此}nd の農場 FeⅡ itinnm に 1^兪翫

GH部on という N山農民(b6ndD が什ノ。でいた。.彼は, rMina-Lj6廿

の後 Snorrungal'の g060r6 を;雜いナご。 P6rδr は Svertingr Grimsson の

娘 VigdiS を亥としていた」(§2)。.

Vigdi.の相父 Gdm,は,ある資キやによれぱ,かの仏溌的な学者

Π
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S記mundr 介66i の父 SigHSS と兄弟である。 Mιna-Lj6tr は,古典的な

サガに軽場する名高い喪放 Sn町d g0巍の孫であり,また P命翫の曽祖

父 HaⅡd6"の甥でもあった。こうして,1^命m は血統上は Sno"ung町

<スノッリー族>という有力家系に属してはいたけれども,それは,祖

鄭そして母という女系であり,傍系にすぎなかった。その彼が, snωH

g0巍直系の息子の息子から卞領(g06D の椛利と権力(g0δ仭6)を得たの

である。この小:突は,彼の子孫にとっては極めて靈要な転換となる出来事

であった。

「力珂1ら%^泣と VigdiS の息子は Studa といい,他の息子は Snωri,

娘たちは P針dis, GU6血n といっナこ。」5 Studa は長男として IH6イF頃に

生まれ,以前 FeⅡの使川人だった Ha11r P6rδarson の養い子として

(以上§2)Flekkudalr でfjてられた。

2. st山仏は30歳すぎまで法律上正式な結婚をしなかったようである。

しかし,賢1労でイj能な米亡人を家に入れて同怯していた。それは PのgeiN

Kagg部on の虻゛ Alof で,「力材1らは 5人の子供をもった。[子供たちの

うちJ Holg0 と Valg町m は同い年であり, svoinn 江203午頃皮]と

1、U'翫もまナこ1司いイ11だった。もう一人は Sig"泣といっナこ」(§ 2 )。

S加H0 は1148イf.又の人民会(Alpingi)で, Eyja{ji北るⅢの楽放 1^m'goiげ

HaHsson (Ⅱ69外.残)に,その娘 lngibj6璃との結嬬を印し込んだ。

1'0鴫でiがは求嬬者について,「彼が行力者であり,名円の辻,で,、首鎖の器

であるというi秒則をきいていた」(§4)。ーブj,1ngibj6璃はすでに別洲〒

の経験はあったが, y111ごアイスランドーの矢人だと言われていた。この粘

嬬はすぐまとまり,彼女は前火との闇にできた息子 Ein0比(Helga即n,

1145-80;絲親に1大1んで lngibja喰討Son とも呼ばれる)を速れ子して 9

刃21日に Hvamm,に来た。

このゾ敬イ1}は, rP兪d玲と Steinonn の娘二人をもうけた。 1ngibj6,g は

}丙気になって亡くなっナこ。しぱらく後に StuHa は GU6finna sveinsd6tt辻



との朋に Bj6m という息子をもうけた[Ⅱ61年頃]。そして少し後に,

G06Πy B6δVa船d6tt辻を姿に迎えた」(§10)。 rstuH"と GU6n夕の子供

たちは,1、命翫と Sighvat乃 Sn0血と Helga,[11北洛]そして ViRd玲で

あった」(si.1, P.52)。 S加H0 1、こは更に H0Ⅱd6打という恩子がいる

が(§25),その1辻親が誰かは不明である。

SNd0 の hiⅡa (愛人,妾0 たち人101 と GUδ丘nna にっいて,姑十Rは

ほとノνど,或いは全くない。これとは対照的に,彼の正女た力,1ng山j6培

a160ザ.皮)と G岫貯 a221年袈)に関する記述は少なくない。被女た

ちは,いずれも有力者の娘である。

Ingibj6rg の父 Porgeirr は, 1ヒ彬アイスランドは Eyja{J(北6山の

HvassafeⅡに住んで, Lj6Svatn 一族の g060m をイj'し, H20イド頃から

H61イ1ι頃までアイスランドの全国的な羊・いに関係したJ 彼の怠子 AH の

息子は H61甜の司教 G゛δmund, hlnn g6δi(1161-; Yf職1203-37)で

ある。"そしてι山UI".によれぱ, stud0 の川ブj8 代1河の H角H,と,

P0弔oin・の父ノj6代前の Vigd玲とは兄妹であり,この允妹には, snω"

goni の■f HaⅡfriδr の紕y6に竺iるケ亡牙} ElnalT がいる。9

また, snm金ら三兄弗の/辻 GU6n,の家系をみると,彼女の川. Helga

1略角討d6杜辻は, 1゛上C者 UH, GHm訟on の子チ系で, Roykjoholt の g0δi

・一族であり fι4"d"., PP.フ7Π.),彼女の父 B66Ⅷがヤ命ぬ羚on a187

年残)は,その父力'6代前の光祖に M,地,一族の傑物 EgⅡI S1侃Ⅱ0-

GHm訟on がおり q厶h/., P.95),W 川'/jの祝父は一W13 仟の公職である

q去の宣.1者>(16g級培山n060 の地位を1084・-110フィFの長きに力たって

務めた Mark〔1S skeggjason である。H

65

1. SIUHa が最初の■f lngibj6噛と*']他丹したⅡ481下の工'[,彼と父 P6r祉

の沸ド(Dingmaδr)でおる S1祀ggi Gamlason とその使用人 Aδalrikr

Ⅱ1
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Gonnfa角Sson とのn、りにもめ事が越った。そして,9j121日に Hvomm,

でギルド架会が開かれていた折, A6ahⅡU が Skeggi に致命儁を負わせ,

逃亡した。 st山la は老父に代って,部、ドず艾'1,'で犯人を竹訴した。(以上

§4) Aδa1貞h はその冬を,北都地力の戌る御父のもとで遡ごした。これ

を知った Stwl0 はH50年の後活祭(4刃16日)の後,その柳父のj弓敷に

赴き,陪殺岩をかくまっていたという噂の真偽を確かめる。扣千.はあっさ

りその'Ⅱ突をi忍め, st山la の、思うように解決して欲しいと言った。 てこ

で, stⅢh は『あんたはこんな共合にこの1用題に側わってしまった。け

れども,何の九めにあんたが1紙Nにそうしたのか,わしはようく分ってぃ

るし, oddi PωgⅡ豁on や,名1河は挙げないけれども,その他多くの述小

がこれに関係してきたのだろう』と符えた。この問題は,最忽的には大民

会に}1込まれ, Anahila'は辺放刑に定められて岡外に広っ元。(以上§5)

St山la が oddiの六を挙げて,はやくもこの頃からR分の敵対者,野心

の火現を1汎む者として,第一に S脚血卿の祭族を予恕してぃたことは,

往目されよう q爰出Ⅳを参照)。

2. 1ii」じ工'[, sturla のjとj力'の116j己'U Gils l〕orm6δarson 力ゞ, Asny knar.

rarbringa 1こヨニイJ11をN三ませナこイ牛 C ,1〕orsteinn 人Sbjarnarson づと子・1こよって

逃放刑にンどめられた。この111i, stⅢla は牙内のために Porsteinn たちに

慰謝料の捉供を巾し川たが,納子はこれを拒否して, G山辺放を足が非

でも突悦させようとした。そこで S山da は従兄弟の■芥を守るために,

支打者を得て,側 f・側が行なおうとする裁判を火力で削止し,小ルさせて,

こう高'つた,『ここでわし辻は不法なことをしたくはない。それで,身内

のために山目を,.てるため分を払おうというわし辻の巾し出は,人も前と

変らない』。これが叉けいれられて,辺放要求は轍川された。

「これらは, S1山h にとって,彼力酔也の名たちと1刈係する1剖題をもっ

た最夕N訓埒だった。」 (以上§5)

3.この1150イ・Fの王ιはまた, studa が Hvamm,の農場を入 fした1寺でも

あっ九。農場には,列1父 Pod祀Ⅱの死後にエル、とった B6δVa北 Bad辺玲on



が侘んでいた(§3)。彼から St町la はこの豊かな士地を是非にと,半ば

強制的に買い求め(§6),後半生30年余りことに住んだ(ム1帥d力璃" S4g4

§ 1)。,こうして彼は, Hvomm-studa <フウγ厶のストゥノレラ>と"乎ば

れるようになったのである。この斥.敷は,羽60午の憂に, st山la と抗羊

段Ⅱ系にあった Einarr pmgilsson によって灯肋寸1たが, studa はこれを

同じ午の冬にならないうちに再建している(§1の。

4. Hvamm,に列いγ'して経鴬の安定をみるようになった頃から, studa

は次つぎとgル、に1!U係するようになった。 shグ14 の記述にしたがえば,

St山10 は訂分から闇題を慈き越してはおらず,いつでも,いわぱ余倭な

く,伉染に巻込まれていったのである。 gl,いの主な"上子は,いずれもg0説

でイ」ソJな豪力矣である Einarr porgilsson, porleHr beiskaldi porlei1ζSson/

Por1皐くSson,そして P五Ⅱ S61Vason CあっナC。
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1. Hvammr のある半島の北那 Sau'ιCr 一引}は, slaδad〕6Ⅱに化む

P0蠣ik odd略on が支紀していたが,そのW{は秀t仔を長男1武讓っていた。

しかしながら,その将来を嘱ql,されていた長男 oddi は,Ⅱ51イFの冬に

硫行j丙のため死ノVでしまい,その嶋 Einan (Ⅱ22-85)が父と兄のj辻j雅

と衍1益を継いだ。この若い、汁伽は,父が永午にわたって磁ゞノ_した親族・女

人からの援幼や支野も叉けつぎ,「彼は勇気にも火川さにも火けるところ

はなかった。しかし,松沌にうとく,エ'がよく回らない』 jπ恬径行の人物

ー^GUδbrandul' vigfflsson 薪i1こ(.、えほ,"a 、vottl〕1ess son of a 、vor111y

(以上§6)fathe""1-ーであっナこ。

Einarr o)41ミ Yngvildr 1才:, Hvan11τlr の_化々 4io) Sιじlingsdalslunga 1こ

移り化んでいたB6nva比 BaH鳳玲0Πと応」棲していナC。 studa のψ11ngibj6τg

には 1、山・V討翫(Ⅱ4q?]-1207y という夘がいて,彼はⅡ56午から翌午

にかけての冬に姑ノ忽'の尾の越こいた。Ⅱ57年のはじめに 1、mV町m が怪我

IV
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をして Yngvild,の介抱を受けるということが起った。これを契機に,

人の何功y也人の峰にのぼるようになった。これが,いわゆるくユングヴィ

ルド11、り題> YngvHd雛m"のヅN楊である。 1二人は1158年に述れナごってノル

ウェーに行ってしまった。その折', Yngvild,は山分の動産に関する要)R

権不ljを,何般か, Eina打や B66Vaがではなく, sturla に委任してぃっ

九。

Einan には,すでに前イfに不愉快なことが起ってぃた。彼の妹がそ

の春から・伏にかけて半島西南那の B址laM に小屋をたてて列{り住んでぃ

ナこ"ど,そこに或る身_,πの女がやって来て女兇を生んだ。これを人々は,

Yngvi1山と 1・ON町m との剛にできた子供で,その女に共肖を灯V,だも

のだろうと1嫁をした。それについて Einon は PON町山に,熱した鉄を

用いた試罪法(Mmb山で)によって身の潔白を訓ιすように強11川した。これ

には Eina比の牙内である司教 K1鴨ng,がゞι会い,そのホ,1i牙U才 Porvarnr

が無罪であることを示した。このために, Eina庁は心教から罰企を孕1・さ

れていたのだった。

1勺rV印、翫と YngVⅡd,がノルウェーに太ったことは, 1リびⅢ.側jの11赤に

なり,上述の試罪法が正しく行なわれず,これら一如は StuHaゾψ吊が

Porvarm に吹き込ノVだに途いないと盲'われた。「こうして, Eina訂は赦

j獣をもって SれUla に対するようになって」いく 0

そして Ema北は押1159午ω災,Ⅱ)剛題の女兇の父矧に1匁して j"偽の

教唆による詐1尓を行なったこと,恰)キリスト教を旨漉し九ことを凹UI_1に,

S加da を佐,評して,彼を小逃放.に定めようとした。これに対して S地d"

は, n分がその女光の父柳の件にっいて全く関知してぃないことを峰言す

ることを小し山た。しかし, rstuda が知っていただろうというのが,

、1川珂・一般の兒力'だった。」そうするー・方で S加H0 は,逆に Eina打こそ

前午に利された罰令の米払いを理山に小迅放に定められるべきだと主張し

ナこ。そのホ,'i果一向者ともに支拓老を得.て,相f側を小迅放に定めた。双方

は辺放刑を具休化するため,それぞれ 1、nf・の屋敷に赴いて財産没収裁*小



を行なうことにした。

「その際 Eina訂は350名.を什って Hvamm,に行ったが,100名をつ

けて H角HT Gunn61「sson を Sa山b御・に残しておく」。これに刈して

「studa は60名を作って S肌じb勧に出かけた」。これらの数!了から,こ

の時j切に S加rla が Einan よりもj怠かに劣勢であったことは明らかだ力ゞ,

この人数の双力が裁判の拓}り路に1■くわすと, Ein0比は池ちに,部ドを

煽りナこてて攻竺させようとしたが,同行していた 1、dei介 bei.kaldi ら

多くの者が彼を説得し,流川W)惨がと,それから発する血1辨のくり返しを

防ぎ止めた。この後,己れの怪*を美父にたしなめられると, rS加d0は,

もし"宅にいて財産没収裁刊を行なうこともしなかっ九ら白分は[_他人か

ら11 Eina此と文上nの者だと、^輔)れないだろうと言'い,また譜分たち二人

のどちらが勝っ力ψⅢるのは奔易なことではないとも谷"つた」。(以上§9)

H60午大民会の朋催が冏近になっ九頃,訂1ル喪民たちは,その会場であ

る広原PingV61Ⅱに赴い九。 saufb印,の、と1'何i Eina" porgHsson も大上t

会の場に向うべく1打ドしていナこ。このとき彼は,-11'通りすぎた Hvamm,

に,25人の丁●,を述れて収って返し,夜災をかける。屋敷の主 St山10 は

すでに刊ngV61Ⅱに出かけていて,憾敷には女子供を小心に智■丁の者し

かいなかっナこ。 Eina汀九ちは彼らを屋敷内の教会に1邪じこめ,その他の

廸物は匁寄厶って,迎び川せる1製りの財産を残らず奔い, S0山・b町に"ち

昂っ九。

この'Ⅱ件が大民会出1'臂小の人々に伝えられると,双力、のi削に和"WιⅡびが

,よみられて,司教 K1鴨n即を沖介人とすることが双力によって1忍められ

た。しかし St山h は, Ei皿井の身内である司教がまずく第五去鯏小所打

言>'を行なって公正を期することを要求した。それを承知した河教は,次

のような和解条件を示して,双ブjの同'念を稲.た。すなわち, a) H松mm"

の焼打ちと掠奪に対しては60フンドラズ,を支払うこと,② Eimn'に加え

られた侮辱に剣して50フンドラズを艾払うこと, B)盗みに刈しては11_1当

の介償をすることであった。その時Slwla はこう言っナこ,『わしは司教の
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この汗言を,後活祭ミサと同様に尊玉する。これは,金で計ることは出来

ないが,しかし,わし述には六誉なととだ。罰金が少ないとか,裁定内容

が金もうけにならないとか各'う人は沢111いるだろうが』。恕J鰍架い S加do

は,彼臼身としては,尖よりも名を爪んじて,この裁定を尊玉した。

こうして St山10 は,義弟に関述して遂きこまれ九事件に結碧をつけ,

焼かれた屋敷を耿に建てなおした。 (以上§1の

2. stuH0 はこの後一述の対'ゞtを通して勢力を増してぃくことになる。

まず,_ヒの1Ⅱ件と同じ頃,.継子 Eino" Holg部on が成長しナこので, S加da

は1皮を S紀lingsdalstunga に1虫ゞしさせ, Brandr BergP6rsson のι良 Gunnタ

とネ古嬬させた。彼女はそのとき1寺参財産として, K角1器fj町6am郎の二1二地

ιニノ」q1羊島 1くr61ζSfjarδareyjar (し、ずオ1も Bar6astrandarsysla の1女i打jlU料,

すなわち SaU血卿の北方にある)を与えられた。ところが,このml'11δ

を秋に羊の尻殺のために利用することを Einω丁 Pωgilsson は,所有者の

Brandr からi恕められてい九のだった。そして E.1^.はこの頃, sta6arh6Ⅱ

に住む限りはこの'既得権、を恒久的なものにする収決めをしたいとぢぇ

るようになっていた。

その秋, EinωT Helg貼on が,今は叟の所有する島にΠ分の羊を放して

いた。そこに E.1、.の使用人がやって来て E. H.の羊を本島に追払って,

自分のヨ{人の羊をそこに耀いた。この乱暴を知った E.H.が継父に伝える

と, S加d0 は言っナこ,『多くの名'は,わしが EinωT [P0喰i1器on]に対

する訴,;公を放り出すとぢぇているだろうが,わしは自分や自分の友人に対

する彼の無法をがまんする気などない,1。そして,二人はしばらくしてか

ら,11bに赴いて, E.1、.の羊を1キ殺しにするのだった。この什返しを知らさ

れると, E.1、.は答えた,『あいつらは,性こりもなく,わしとの悶着を

まだ続ける気なのだな』。

冬,クリスマスの後 E.H.力上化部地力ーー赴の出身地^に出かけて不

在にしていた開に, E.P.が7名を伴って彼の屋敷に税われ,羊殺しの偲

後に女司1人 GU6n,の荏い父 Loftr を殺そうとした。しかし, E.P.は



「近眼で」, P兪61丘という男を Lof廿と朋遂えて傷っけた。小t件はすぐ

にHvamm"に伝えられた。その朋に E.P.らは,その厘敷の使用人に助

けられて逃げた去った。 st加]a は継子の憾敷に到署すると同1埒に P命61h

に加えられた攻撃と負傷を公化し,ま九喪Wつた使川人を殺しかけるが,

女の息子の使用人であるためにその命を奪うことは忽いとどまった。

(以上鞭D

まナこ,秋一ーおそらく上と同じ1火0-ーに,州1父 PωgHm, bmねma翫

が戈人の妻 Alof を述れて Sね0町h6Ⅱに来たとき,彼は Einon・1、ωgikson

の使用人 H飢Ⅱ巧666Ⅱ豁on に妥を奪われた。付1父はそこから HV印nm,

にドつていって助けを求めた。この11J S加da は, rEinan は,ずっと

悪党述中を援助しており,そうしてごれの西洞を危うくする朋述いをして

いるのだ」と芥えた。

この頃 Stwla は,熊印女した名'たちをル{敷に迎えて保,渙してぃた。その

小に Gj.fV凪d"という男がいた。 stud"はこの男に, Holh を御1わせた。

心.傷だった。 E.P.は直ちに帳後しょうとするが, j河りの者に1例止された。

その後, Alof は夫のいる Hvanum・に行っナこ。 (以上§12)

いつのことかは不1列であるが,或るとき, EinarT Helgason が SigWでr

koHing紅nof の劣てに九ち寄って,共人の女主人と話をしてい九。これを

目にした彼女の夫は, Ein0汀が戸11_1につないでm!いた,蠣を解き放して,

逃ってしまった。これに怒って E.H.は Sig山山を斧で打った。 S喰山翫

は誹分の g0δi である Ein0が 1^田gⅡ艶on に助けを求める。ーノj, E. H

はことの則{末を継父に知らせ九。削もなく, E.1、.が 8 人を述れて E. H

の船敷にのり込んでくる。そこには既に St山la が30名の丁、勢と艾に来て

いた。双ブjが川会った11き S加d0 は言っナこ,「『わしらはもうたっぷりあん

九らの訪問(攻雌)を受けてき九。ま九そっちの企らみが眺畔所要なのもよ

うく判っている。それから,わしらの力'が余計に讓ってきたとも思う。そ

れは,わしらが厄介や面倒をさけようと用心する気持でいるからだ。しか

し今は,あんたとの釣合いをちゃんとする時のようだ。』 Eina町は答え
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た,『今日の訪問は,そっちにとって不名誉にはならないだろうな』

そして,彼はとても丁畔配こ話すのだった」。結局,裁定は St山la に委ね

(以上§13)られて,不Ⅲ界が成立した。

上述のことから明らかになるように,このa刷男に Studa の力は Eina北

1、mgⅡ部on のそれに相当に接近していたようで,後者は Studa を無祝し

て勝乎きままに振舞えなくなってきた。また St山la の発言から,彼が密

分にU恬を得てきたことも説える。

この頃は,アイスランド企休としても,いわゆる<平和の時代>が終り

を告げっつぁっナこ11寺であった。その象微的な小イ牛は,Ⅱ63午に大民会で起

つた石による舌U瑚,すなわち<法の四いにおける開い> Lt培元ttub釘dogiw

である。こうして次第に不隠になっていく社会仙勢の中で Stwla は,慎

爪かつ巧妙な力策によって目己のノJを強化,拡大していき,地元における

ι立場をゆるぎないものにする。

3. Da1卵,.1a は B6δ田'doh'の N込H-S廿6nd に, OU6gi (富楽,長者)

と紳名された 0.山丁 Gi1鉛on が住んでいた。彼の相続人は PmgilS のご、

人の,悳子 GHm,と Skofti だった。しかし,彼がもっともイ'頼してah童

管児を任せたいと思っていたのは,彼にとって扣続人たちと同じ程度に近

親者である od小' J6託P部on だった。(以_L §15) 1169午に 0加"が死

亡すると,その造産をめぐって予・い力y上じた。まず Stan町h6Ⅱの奈族

Einarr porgilsson 力刈尋メ々のシ!<11足を糸勺jliして Grimr jlj13力、ら B06ardalr

を村_1統する樅利を丁・に入れた。これに対して,0.U此の死後もその屋敷を

管訓!していた od駈は S加d0 に援助を求めていった。(以_上§16)

Ⅱ70年の1変活祭(4115 しD の後, E. P.は B゛n町dah に行って,そこ

から家畜はじめ持ち川せるものを一切うばい去った。この後すぐ, od山

は HvanU加に赴いて,金を払うから助けてくれるようにと Studa に懇

願した。すると,椣玉な「S加Ha は, n分はそのような11・り題で Eimぴ

『しかし,あんたは Einmlと1喧曄するつもりはないと言っナこ,

Ingibj雛部鵄onに会って,あん九が自分の椛利を回後するのを彼が援助し



てくれるかどうか見てみたらいいだろう』」。 od山の頼みを承知した E.1

は,継父に会って,設いた,「『この開題の耳小吠では,不法が行なわれている

としか,思えないが^あなたは一休どんなゞノ'場に_立つつもりか。』 studa

が答える,『息子よ,わしが訴訟でおまえと述う立場に立つことのないこ

(以上§17)とを,おまえは知っているだろう。』」

その後^憂の人民会Ⅲ]佐以前にか?ーー, E.1.は E.ヤ.所打の肉を兄

かけた塒, od山に対する無法に帳復するつもりで,それらの舟に穴をあ

けた。これを知ると, EI.は若僧どもを懲らしめようと息まくが,膿民

たちに押しとどめられた^彼らは,これ以上地区における影ynに耐えら

れなかったのだ。 E. P.は舟の破"1を公告して, pingV61Ⅱに向っナこ。

6j]17日に od山と E.1.が16人を迎れて打ソj不咽の・Υ三を捜していたと

き,川」述って, staδω'h6ⅡのⅢ1し寸也ちかくから牛の群を述れリd}つていっ

た。それに気づいた Stana血6Ⅱから追っ丁・が出て,双力の「剖に激しい鬪

いが起った。 E.1.Π牙力訂E傷を負うなど,山側に少なからぬ数の死イ牙名

が11_1た。この・折, E.1.は怪我の丁゛'1てのために川ざこまれた農場の主人

の忠化をいれて,朋題のmを Sta山血6Ⅱに返させた。この小:件は急ぎ,

(以上§18)大民会参加巾の E.P.と S加H0 にケ"らされる。

こうして対,'.は,この二竹領を心按の>'アⅡ者とする脚題に兆屡した。、,

態が一眉深刻になることを似れたイ」'力者たちの開停工作の§li釆,-j心の和

加条件が决定された。しかし,それにも拘らず, E.P.と Stwl"は哉判に

よって側、f力を辺放刑1コEめた。 stud0 が火民会から 4,1上むして少し経(

と, odd"が樹陵にやって来た。その!1!f rS1山10 は,誕分たち二人が家畜

(財産)のハイi (f6h部b田を行なう以夕NC良策はないだろうと言っ六。

Od小'は,Π分はそうする川愆があると曾った。 0永h が HvomnⅡ[に越

してきて,そこ、1 の家帯(財ND を北有することが,求められた」。今や,

Odd,のル1'1雁をJし.打することになった St山10 が,名ソ'ともに, E' P.の

(以上§19)心11妾の 1Ⅱ丁・となった。

1171イNこ人民会が〒1染されると,まず Einan pmgikson が Studa を,
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前年に定められた和解内容の履行を怠っナこことを理[1-1に,告訴した。しか

し,双力の艾將者が調停に努力して, st町la は罰釡を科されるにとどま

つた。それでも, stwl0 自牙は前年と同じく不i,紛で,その罰金も払わな

かった。その上,彼は味方の lng仏1山 Halk即n たちにも不払いを勧め

るのだった。

Ingjald,は, S加da の娘 1^山im の火であり,彼の錠い兄弟でもあっ

た(§2)。彼はさらに婿に, od山のように「自分の憾敷に移って来るよ

うにと言い,そうしたノjが一番安企だろうとi吾った」。しかし,この,自

己の財産拡大のみならず危1灸をも予測した St山10 の勧めを lngja1砥は

受けいれなかっナこ。この憂は剛戦りがひどく,乾し草のできが悪かった。

晩耿最後の日岫1日(10/]17[D に St山la は,来訪した lngja1缶に言っ

た,『あん九力町尺山の羊を迎れて歩くのは安全だと,獣えないので,わしは

吊殺用に羊を買いたいんだ'が。わしが耳にしているところでは, sauH)御

の述小はあんたとあんたの家畜をずっと野かしているというではないか』。

この巾し川も,財ア誇を収上げられたくない lngjaldr は1断わった。

それから 2日して,以前 S加Ha の仙j何人だったり}が1打の Dalh'に行く

途巾だと言って, HvomnU に1住ち寄っ九。しかし, S山da は彼の来訪の

真恵を疑って,その夜は辨戚を厳飛にした。彼はこの晩一^製撃を予恕し

て,敵を油断させるためかー^,際内では輪,氏(hHngleⅡ0 の会を開かせ

るーカ,戸外には見張りの男たちをやった。

果して,昼の防1川者は南に向わず,迹に北上して Sねぬ血6H に打き,

そこの上人 Einarr porgHsson に HⅥ地Unt が・手i寺なことを告げた。 10jj

20日のタブj, E. P.は13~14人で Hvamn廿を口指した。しかし,斯g;に

よって進がすっかり池されていた六め,彼らは父づかぬまま Hvammr の

脇を通りすぎ,そこから約 31Ⅷ南にある lngjaldr の長"殴 S1侃'ssta6辻に

来てしまった。彼らはそこで家畜小屋を荒し,牝牛1頭を除いて成らず奪

い去った。北上したー一行'は Hvamm.・の北, S記ling.d0Ⅱで夜明けを迎え

(以上細0)る。



その朝, st山la は夜明けとともに起きて乾い#積み庁'(t61和ga角r)に

出ていった。すると,1ngj01山が,畷を飛ぱしてやって来るのが見えた。彼

から前夜の家畜泥作の様子を開くと, st町10 は「何も答えず,黙ったま

ま屋敷に戻り,家の小に入って訂分の寝闇にいき,1}'でからΠ分の楯と斧を

はずした。女主人 Gunny は民をさましていて,何が起ったのです力、と

、゛オQナこ。 1皮は1介:える,『ど>のととろは Einarr porgilsson ら力ξ lngjaldT

から家密をみんな盗んだだけだ』^そして施ぐに床の上を心って桜地U

り,それから外にとび川していったJ。夫のただならぬ剣蒋から1Ⅱ恬を、1バ

つた湊の Gunn,は,り}たちを叩きおこして, stuHa を辺いかけさせる。

彼らは大急ぎで 1頭の.畷に 2人が1心乗りして,主人の"を辺った。こうし

て,主従19人が E. P.一行に述いついナこ11ど, S{uda は部下に向って,大き

な名誉,さもなくばy]者の死が1、'1つているぞと言って,彼らを鼓獅し,攻

撃にかりゞ/1てた。ーソj,辺跡されていた E.1、.は,後力に述くjιえる'畷の

頭数から人数を統みちがえた。その上,足丁・まといの羊どもを葉てるよう

にと同行者から勧められても,『歩けるうちは,どのΥ、述れていく.1 と

答えて,わが命よりも盗んできた家帯を、111 しんだのである。

双力'が1、Π対した S印lingゞdokheiδ"(Hvomm"の北々 i儿i71卿ほどにある

洗野)で剛いとなりーー<荒野の開い> Hoiδ釘一g^・,双力'に死甥岩が

1」_けこ。 st山10 側では lngj肌山力珂没命傷を負った。枸列則はそれ以上の死

者を山し,爽には,竹何I E.1、."身を含み 2 人が、爪偶を負う。 E.1、.は脇

腰に价を剌され,ひどい川[mをしていた。「その11ど[E.1、.側の] Holh

GH認on が St町la に声をカメナナこ,『今は,わしらの兪をWJけてもらうこ

とが必要なようだ。,1 StⅢla は笄える, 1、それなら,Ⅱ弌噐;をドにおけ'U。

しかし, SRU・1a に十〒殺しにされることを心゛足してか,知 fヅjは武器を

航そうとはしなかった。

「すると Sturla が谷った,

らは命を1功けられ"た。そして,

つた」。
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聖1然ながら,この守11瑚は人びとの,fr判になり, rsturla と Eina打のノトi

望がこの衝突で逆耘したというのが大力の話だった」。かねてから,無松

岩らを寄食させたり,/Jを嵜にかけて人びとの不術をかっていた EiM北

PmgⅡ豁on の不人気も・f伝って, studa の評才川は一解1界jくなった。

1172イfの大民会において, SIUHa と E.1、.は,どちらもΥi/J名たちの支

1!」を得て,両名のmいは介法的な裁判では決おが囚雌になっ六。そこで再

び融、桝゛工作が司サよオつれ, N郁寺のアイスランドの'生き九法、 J6n LoftssonⅡ

と Ha田凱doh のΥ]'力な g06i の G稔Un H0Ⅱ麗on とが不Ⅲ昇内容を決めた。

それは,蹄'Ⅲ小が勺.られるならは'最も妥当とぢぇられるものに従ってお

り,以前に行なわれたような[履行不可能な程に]法外な要求」を介まな

い内容だった。この説尖的な裁定によって,泥沼化の様村1を呈してきた紛

(以上躯2)丁]、にようやく終止符が打たれ九。

上述のql・いを機にして, stⅢねは Sねn雛1伯H の名門玉υ炭に決定的に打

ち勝ち,アイスランドを支配する人ポス光ちの仲剛入りをしたのである。

4. shu・1αは, Eina打 P0璃ilsson のーーエtと Sturla との川」に起っナこイ也の

豹}丁卜をも記している。

いっのこと力斗才不1劣だが,ある11リ Hvamn廿の羊番人 M兪 AH部on が

来隣りの A篭町翫から逃げてきた,噛に乗ったことがあっ六。 A暗町m の

主人の袖父 EH.n山 Holb即n は E.1^.の支捕昂ξ'だっナこ。その,嶋を心って

きた御父の仙用人 Podei丘 KOU1豁on は,この11丁 M命をその,鵯からひき

ずり落してイ牙っけた。その後あるΠ川1Πのこと, sturla と Svann の父

子がfl,、URに"'1かけ,そこで入浴,1、,の EHond,、11従に川くわした。 st山la

たちは Porlei丘を殺し,他の使用人をも傷っけナこ。「それから St山la は

Sveinn に,判1父 EHond,を殺、せ,と言っナこ。それはⅢ分のすべきこと

ではないと,彼は酋った,『彼はわ光しを洗礼した御父ですから。』それ

から,父子は家に4'1}り,御父もそうした」。

Porleih の父とその goni の E.1、.は Studa を殺傷のかどで公告して,

つナこ,「この殺仏y゛らはりシ常なごう慢と敵ノ念がむき辻,しに↓ιえ,まこう言



た, st山la が最仞に敵愆を招く原岡になっているというのが・普通だ」と。

和解工作は雌航したが,翌春に,「彼らの闇のもめ*・が拡大されないこと

は絶対に必要であり,また双力ともに[守干いに]女仟がある」と蔀って,

(以上§15)Snorri Einarsson が強力に棚イ,■を進めた。

この予・いで Studa が息子を使って EHend,までも殺そうとしたこと

は,過剰な帳後欲であり,その愆味において, E.1、.の非訓1は正しい。し

かし, sturla の女愆は W己の勢力拡張のチ十ンスをーつでも逸すまい,

その九めの障tiリを一気に除いてしまおうというものであっ元ろう0

再び或るとき, Einarr porgilsson の部ード Klemel Karlsefn玲Son と

B兪泣の朋で,後名が前者の要と矧しくしていたために,前名の牙内の

K⑬此on PⅢVald部on が後者を傷っけるという*件が越ったO B兪泣の

父 AlfUよそのとき,白分のg0翫である E.P.に援助を求めていったが,

Kjartan 父子を支1丁すると;'る g0巍に,にべもなく援j切を断わられた0

Alh はそれで Hvamm,に赴いて, st川10 の助けを得る。 S札北10 はこ

の父子に代って B註翫個y,じを智・発し,25フンドラズで苅1解を成゛.さ、辻た0

「そして,そのΠリ人1丘は St田10 の、トに民会符(ping{郎tD を移しナこ」0

こうして,この膿民は,〔1分の柘'益を保艦しようとしない g0市を1占て

て,新しい,阿ダドの而伊夕をよく見てくれる g0δi を述ノVでその配ト'に加わ
(以_ト,§27)つたのである。

Einarr porgHsson の鑑いj亡弟 Vi6arr l^Orgeirsson は,Π分の11】の妾

と KjaHan Ha11d6玲S0Πが親密にしていることを妬ノVで,-11fならず1反

を膓っけた。これに対して, K⑩H0Πは機をうかがって遂に V山an、に致

命仁夕を負わせ,その後 S加H0 のもとに逃げてきた。 S加da は Kj町ねn の

受けた仕打ちを冴えれぱもっともな後共,だと冒って,述法を承ウ11で仮を国
(以上§14)外に出してやっ六。

まナこ, sturla と Einarr porgHsson o)ニニ人力ゞι刃し、ゞι1昜の者プJ、ら alj莖を→士

しめたとともあっ光。

Sturla の灯U戻になる Birnlng, sleinarson はそのリεとの闇にー一女があ

フフ
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つたが,それでも夫婦仰がうまくいかず,彼女と別れて再婚した。そして

息子が生まれ,この息子を1鵬暁人に定めた。一方,被の前妻との閣に生ま

れた娘は成長すると,貧乏のために,肖分の父の逃産に対する将来相続椛

(aHV'n)を Einaπ P0喰Ⅱ訟on に被波した。そこで, E. P.は B廿nin即

に,財産を1!」.つて冑分の屋敷に移るように言'う。しかし,これは拒維され

た。すると E. P.は B廿ningr の家畜を奪い,屠殺してしまった。この11寺

B廿nin舮は, st町10 に助けを求め,その礼に財産を提供しようとホし出

る0 こうして, Birnin即'は Hvamm,に移ってきて住むことになっナこ。

「この問題の剖泌Ui, stuH0 が盗みの件で Ei伽打を告訴することを

せず,また Einm1 も St山la と B北nin舮の[則産共有の]取決めに師上輪

を差し挾まなかったということだっ九」いずれの玉U戻も自分の手に入れ

たものに満足して,それ以上は何もしなかった。この問題は1舎j局, st山la

が死ぬまで決署がっかないままだった。12 ここで St山la は自分の利益のた

めに,常にかれが標傍してきた公平さを行なうことをせず, E.P.と同じ

く女t力矣のエゴイズムをむき11_1 しにしてぃる。認 (以上§28)

1. S加d0 と Ein0比 PωgⅡ豁on とのノJ揆1係が决定的に逆松したU72イf,

StⅢla は部、ド Pωgoiπ Am6n玲on の問題に関述して, Hit討dah の goni

で E. P.の親友でもある Podei丘 be玲1融ldi PωleⅡ弼即n/poddk鉛on と刈

ウ_した。これから数年1刑, Hvamn廿の1打部地力を1探介にして StuH0 は

POHoi丘と予うことになるのである。これらの今卜いの巾にチ戈々は,冉イ,1を

強め,それと共にN己の威1';を商めるためならば法を犯すことなど愆に介

しない奈放に典型的な態度のひとっを示す Sturla を兄ることができる。

Pm響ei打は白分の愛人のことで乱暴にも彼女の義兄を殺してしまった。

すると Porlei{r beiskaldi が,殺審されたΠ分の部下のためにその犯人

を大民会で辺放刑に定めさせた。しかし St吋la は,使用人の ofei即

V



Salg町山埒on をも同行させて Pmgei"を外円にのがした。

翠1173年の憂,その ofeig"力y'岡して H松mm"に滞在していた。こ

れを知って POHeifr beiskaldi は,国法で楽じられているにも拘らす,心

放刑に宣せられた者を援助して法往に述反した名'を保護することは g06i

たる村分の而目をっぷすものだとして, stWねを井雌した。 H刊・郁の祁

になると, porleih beiskaldi は E.1^.の加勢を得て 300人で Hvamm,に

赴き, ofeig,を召喚しナこ。その11J, 1、1;兪となって StⅢ10 に皮肉られると

1^Odeih bei.kaldi は,こう応じナこ,「わしがかばってやらなかったら,

あんたは自分が,狐がおのれの穴の11・,で殺されるように,白分の艦敷で殺

されてぃたことを,.もう忘れてしまっナこ'沢じゃないだろ?』。その場はこ

のままで別れた。

憂の大民会で,この紛q1について和創打汁乍が行なわれ,双力'からヨ、Ⅲび人

を出すこととなった。そこで, studa は綻父 B66Va比を, 1・OHCH, bei・

SRaldiは Elna北 1^mgilsson を述ノVだ。しかし,その司11仲は不成功に終り,

B嫡松打の提案によって,くじ引きをして峅った力、が哉定することに決っ

ナこ。そして,そのくじに勝っ九のは B(込Vaがだった!その糸古果, sturla

(以上§23)は形式的な少額の利料,に立せられただけだった。

2. 1174午のことだとぢぇられるが,冬になる直前に Sluda は,',下、阿の

いぃ膿民 PωV町翫から粉を買った。後にそのIJ,質の劣恕なことが判明し

ナこ11ど, SWH0 はその光り了・にはっきりと言った,胸^しの力'から川す二

つの条件のーつを述んでもらおう。そ0)ー・つは,わしがお前を召1喚するこ

と,もう・ーつはお舸が Ha11d6rr というわしの"怠子を足敷に艾けいれるこ

とだ』。これに対してヤ0N釘泣は,勝ち目のない裁判する危険を述ばず,

オ北1" HaⅡd6" sturluson を白分のもとに引取った。

ところで, P仇Var6r の永イドの友人である P6rhaⅡr svartsson は,'上の

打件を耳にすると友人のもとに来て,いっかは友人の財産を奪うことにな

るかも知れない HaⅡd6n を後者の川.ソjの身内のところに述れて1」'つた。

これを知った Svoinn swd山on は怒って,逆に N^halb を,十分のー
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税のごまかしと不正な郡の使用を理由に告兆し九(Ⅱ75年の復活祭より

も後)。ホ古局, P兪halh は 1・odeih beiskaldi の助言にしたがって Studa

に裁定を一任し, LangeyjameS の土地を含めて罰釡10フンドラズを支払

(以上§25)ーコ、-0

3.この P兪halb が,白分の使用人 P0玲teinn podeif器on を馬の11剛析

使用で追放刑に定め九ことがあった。その折に,助けを求められて St山10

は,述法を承知で背の使用人 1勺玲teinn を助けナこ。その庸Nこ P6血aⅡr は,

山分力汀倒寺していた婿がSveinn に男殺しを'清け負わせてぃたことを知っ

て,再び Podei丘と Ein0訂 Pωgik即n に相談をした。そのU寺, E. P.は

Stud0 殺しを示唆したが,この計1川は露見して失敗し九。

その後, sveinn とその仰開が,上述の絲紳もあって, P兪ha1Ⅱを殺

した。そのために, podeih be玲Raldi は大民会でその裁判をすすめて,

S四inn を罰釡刑に,偵接に予を下した殺',1「者を逃放夘」に定め, Hvamm"

でその財産没収裁判を行なった。 (以上§26)

1.後に Sn0北i stuHU即n の屋敷となる Reykjaholt (今日の Bmg紅、

fja角a玲,.1a の Roykholt)は,その当111は, g06i で「すぐオけこ学者であ

り最良の b6ndi1 であると言われ九袖父PalS61V部on の屋敷だっナこ。こ

の膿場の西6km余りにある Doild雛tun部の主人で袖父の<長者> 1・6血

1^0鵄tein鉛on は, P'Ⅱの娘 Pω1部g に熱心に求嬬してぃた。それにヌj し

て P創1 は,側丁・がr力確家であることは十分爪知してぃるけれども,なに

しろ『わしたちの格の述いが大きいと恕3ので,[結嬬の]契約はわしが决

めたい。1 と答えた。そうして, a) pod釦g 力治0フンドラズの1,参財j韮を

もっていくこと,②それを下まわらぬ寄進がP命廿から P乱1と彼の教会

になされること, 13)火婦が后上李の財産所有椛をもつことが約束されて,

ようやく粘嬬は柴った。

VI



この夫婦に生まれた子供が 1人も育たないまま7~8午の歳児がすぎ去

つた頃,夫婦は口ーマ巡礼に出かける。二人はまずノルウェーに打'つた

(1174イド)。出発にさいして,火41}の留、J河・,の財産管理は, P臼1 に妥任

された。Ⅱ75-76午の冬 P6血火婦は Bj6璃yn (ノルウェーi八i部の,!f都

B.落en)で恩子 Bj6m をもうけるが,これをイ也人に預けて, 1打1炊に向っ

た。しかし途小でヤ兪介は残し a17フィド3j118rD,1f Pω1部g も口ーマ

に注しはしたものの,況国途上で病気になった(おそらく,それが閖で死

亡したであろう)。一方, B町gen 近郷に残された心1、子は,詞じ年の 7河

8Πに死んだ。

このニュースが1178午の憂に仏えられると, P融1は,詔分が孫と娘の造

1韮を扣絖することを宜言して, P6rir の造産をすべてN分のものにした。

これに対して, P6命の姉妹Ⅵgd露の仙}に立っ B66ね" P命n町釣nが,

Vigd玲こそ 1・6所の於近緑者であるとして P釧の決定に異議を川え,

彼女のために40フンドラズ相当の上地を PaH に要求し九。これが,いわ

ゆる<ディルタ'ンレトゥンガ剛題> Dcilda武ong"m乱の発沸,1である。翌Ⅱ79

午の人民公でとの什につぃて'1,,'停が試みられ,双ガの同"獣を得プιうぇで,

Oddi の竹鎖 J6n Lof個帥n 力W戈定を Fした。それによると, rp'Ⅱが

P6命の四卜庁してぃナこ」_J也をすべて,そして動庄も得るが,Ⅵgd玲に[小

略]40フンドラズを艾払うこととする。 P釧は法1釈こしたがって財1老を得

たのではあるけれども,.1、山・辻の身内と恊捌してぃくために裁延の第二」貞

目を被が履行することは良いJ とぢぇられた。この織定は勿論, P融U則の

火いに歓迎するところであったが, B泌Van'にとっては1級めて不満な内容

であっナこ。そのために,対ウ'が解消しないまま,その午は作れていった。

H80午の徳活祭( 4 j]20rD がすぎると, B66Ⅷrr は Sturla と Sveinn

父子の艾持を得て, P肌1 を召喚した。こうして,陶題は再び大j又会に持ち

込まれ九が,和創には系らず,9ガ29Hの後に改めて P飢1 の屋敷におい

て和加の父渉が1邪かれた。しかし,双力、ともに讓歩の愆志なく,話合いは

(以上§3の烈剛L してい九。
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そこに, piH のガ次所家の妻 Pωbj6培 Bjarnard6壮k が現われて,「り}

たちの朋に熊び11_1してきたが,丁・には小yJを1雄っていて, S加H0 の目を

ねらって帆りつけ,彼に向ってこう言った,岼厶はあんたを,あんたがー・

番似ようとしている奴に一番似るようにしないではおくもんか。奴って

0巍nn.だよ!』しかし,この瞬朋に彼女はとり抑えられた。その一染は

[st山la の]頬にメ1り,大きな傷になった。それを見て St山la の部、、ドた

ちがとび_ト.り,武1排を振りまわした。すると S加d0 が言った,『継をイ到

す力材っしが言うまで,述中にかかるな小I B6nvo"もひどく怒っていた。

その11寺 S加d0 は言った,『みんな坐れ,和解について話合おう。女たち

は様々な仕力で愛情を示すことがあるのだから,今このことで正気をなく

すことはない。また, PO'j6璃とわしの友恬はきのう今日のものでもな

いしな。』彼は乎を顔の前にあてていたが,知を血だらけにしながら絖け

ナこ,『一番Nιましいのは, P釧とわしが二人だけでわしらの1剖題につい

て和解し,他の名がこれに関係する必要のないようにすることだ。さあ坐

ろう,親類の P乱1 よ』J。この予想もしなかった姿の鰹はずみにすっかり

四ル風してしまい, S加d0 の1培示にかかってしまっナこ'親類、(m'即)'の

rP飢1 は,以前に双力の開で支陣になっていたことを引っこめた。この

問題はこうして, B6δVa北が 1、ふ'廿の所イiしてぃた1け産の三分のーを得る

ということで糸古着がついた」。 (以上船D

2.そして P命1 は艾援者九ちから央に,女力町動いた乱暴の觧決につぃて

St山la に裁定を一任するように.随得された。しかし,「彼は,Π分はそ

うし九くない, studa はΠ先ではハカ爪なことを高、うが彼のような者から

は不正しか予想できない,と言った」。それでも,彼は表面上は,姿の乱暴

にたいして S加da が冷静に対処してくれたことに礼をいい,こう言わさ

るを得なかった, 1、もしそうするのがよけれぱ,あんたの名誉のために,

あんたが自分でいいと"獣うようなれ桝賞を決めてもらいたい』。

(以上§3D

女に傷つけられながら顔色ひとつ変えなかっ九であろう St山la は,事



態がこのように発展するのを予期していたかのようである。今やすっかり

弱気になってしまっ九 R田から奪える限りのものを得ようと策をめぐら

す。そして1181年3/13日, st山la は B6δVan の屋敷に赴き,そこに P'Ⅱ

を呼んで自分で次めた戴定の内容を伝えた。『もっとも賢川」な人, Honi巍

M心即n が偶つけられて怪我した11どに行なったこと0をわしたちが乎本に

することは,悪くはないだろう。わしはあんたに,奥さノVの P伽bj加g が

わしに加えた暴打ヤX賞いに200フンドラズを要求する。'それは,吊'物と家

莢釡と純銀と他の貰1電'1,でなければいけない。'1 P飢1 は而、つナこ,『こ"式
1」1,

の不正が長い周[あんたの心の小で]'、くれてきたのは削述いないが,今

はそれ力"111乎とがんじがらめに結びつけられて/竹!けるものじゃない』」。そ

して,哀れな P乱1 は,その支払いはすぐには無WI!なことだと Sturla に

告げるのだった。しかし, rstuda がそのような1人]奔の哉定を'ドすことを

Zえつくとは解せないことだ,と多くの者は,獣った」。 (以上§32)

P削1 は息子たちとjしに, S1山la の要求を拒否して被と文」決するゞ討Nを

きめ, oddi の J6n Loftsson に援助を二Rめる。その際「」6n は,、i夕1竣た

ちが P融1 のような住派な教帥に向ってそのように筈しい不正をもって対

Υ/、することはIE しくない」と,nり,能う1製りの援助と支竹を P"1 父子に

約東した。憂の人K会の11ど1切になって,本件の1父ル系者六ちも NngV61h に

災ってきた。

大上C会の別始1於まもなく, st山la の使いとして B6nvarr l、●・6a玲on が

J6n LO{船即n の民会小外にやって来て J6n にむかい,彼が P証1 を艾1寺

して StuHa に反対するようなことはしないだろうと山W寸こ。 rJ6n は,

極酬,}なことが P乱Uこ対して行なわれたと"_iり,仟リ哲いた御父やし'れよ

りも]ゞバ爪な浩領を1田子に丁,うのはいいことではないと述べ,更に続けて,

『わしは P'Ⅱをメξ1リする、1 と i;つた。 B6加印1 力t"つた,『わしの感じ

では, sturla が少しでも恥をかかせられたら, P"1 の友人は何人か命を

落すことになるかも知れない。、1 J6n が答えて井っナこ, 1'誰でも知ってぃ

るぞ, stuHa がよく人殺しに快着するということはな。しかし,人を殺す
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ことは, S加H0 以外の者だって知っているんだぞ。 B66Van,あんたに言

つておくが,もし StuHa が P乱1 の力'の者をひとり殺させたら,わしは

S山H0 のガの者を3人殺させる』」。

このやり取りが民会小に知れわたって,人びとはJ1γ常に用心深くなり,

(以上綿3)S加Ha も滅多に内分の小介から出なかった。

「和解にっいて丁j乍がなされナこが,」6n が Bねn山田教の要苅をうけて

断乎としてP飢1を援助する考えであることを, st山la たちは承知してい

た。人々は双力を仲介して St峨10 に,この問題で J6n の裁定を受けいれ

るように頼んだ。そして彼らは,彼がそうすれば彼の名誉は人きく垪すだ

ろう,けれどもq卜いが起ったとしたら,それがどんな唖Uこなる力、"分た

ちには全く見当がっ力寸よいと託った。そして彼らは, J6n がディルダノレト

ウンガ闇題で行なった仲裁を St川la 側が守らなかった,そして,このこ

とは Sturla にとって而目を施すものではなかっナこ,と言った。」

そして或る日のこと,大多数の者たちが裁判の行なわれる<法の岩>

L6gb町g に染ってきた時, rst山la はn分の小舎の前の拶Π卸用の土學

(V廿ld)のところに出てきた。というのも,彼は賢くもあり介舌がさわや

かでもあったので,自分の訴訟につぃてしばしぱ長い演溌をすることが彼

の習俄になってぃたからだ。彼はまナこ,Π分の名声が広く知られるという

ことがいつも突1襲に示されることをql.バ,でいた。そのとき彼はこう'活し出

した,『pa1 とわしとの訴帛酬_Ⅲ廼と,もし突行されたとしたら,わしに加

えられるはずだっナこ写しめとを,みんなは知っていることと,獣う。そうな

らなかったのは,而策した者の行ないのお際というよりは,むしろわしの

幸迎のお際だ。その後,この問題にういて和鮓が行なわれて, P命1から力

しにⅢ己裁定和功ゞケ、えられた。しかし介、,アイスランドで最高の人物が巻

込まれて,前にΠ己裁定に委ねられているこの闇題を[改めて]朋停しよ

うとしている。以前にそうした突例があるのであれば,それはーぢする光

けのことはあろう。この1}・Ⅲ麺に関係している人物^・その一人として第一・

にその裟を誉げれげ,この国でももっと15貰な人でm{もが白分の,訴訟を任



せる J6n Loftsson がいる訳だが,わしは,彼力覗)しにどんな名誉をり'え

てくれようというのか,それを兄る以外に訂分の面目を施司Υ村を知らない0

わしは,臼分にとって何が一番いいのか決めるだけの知愆がないのか、川

れないが,目分の名誉をまもる党悟はある。、1

すると B鳳n山司教が符える,『あんたの知恵を疑う者はひとりもいな

いが,あんたは公祀さを疑われているのだ。』

J6n が言うには, sturla の1舌は筋が通っており,まナこ彼は多くω人1"j

の市福にっいて"西愈をしてぃる,『しかレ罰金は』と彼はっづけた,『あ
ノ、

まりにも高く次められてぃるので, pa1 のナこめに j,'割iされるべきた0

は,相乎側はこのわしとq1うのであって, P乱1 とではないぞ_刈0

それから,人々は法の岩から小企に戻っていった。しかし,民会のW」公

する前に J6nは St山la に子供の益介,彼の息子 Snorri を拘分のもとに

引取って百てることを小し川, st山ね白牙をば屋敷の教会の献空Πの机
(以上§34)祭に oddi へ招1寺するのであった。

アイスランドのいわば、1眼冠の王、である oddi の祭J広、16n LO{tsson

は,新興の尖力者 St山la を懐柔する六めにノあえて桜習に池って,1、1:公

的に低い地位にあった後者の息子 SnωH を予,,午で従介することにした0

このホ古果,十分に爾目を施されナこ StⅢla は P乱1 に対する要求を200フン

(以上§35)ドラズから30フンドラズへと火1隔に、トげたのである。
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同じⅡ81郁に, P厶Ⅱの次1の 1・orbj6璃が死亡した。これを仏えきいて,

Studa は長いこと寝こんでしまった。人々は,彼がそうするのは何か大き

な恕しみがある11寺なのを知っていたので,彼に,まさか'旧友、 1伽b」6璃

の死を悲しんでいる1沢ではないだろうと'Aいた。

rS加d0 は笄える,『わしが父分のすぐれなし寸氾山は,それじゃない。

力しは,1,orbj6rg カジ上きている朋は彼女と Pa1 の息子たちと衝吠ιするの

Vn
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にこと欠くことは一度もないと,獣ってぃたんだ。だが今,彼女が死んでし

まった以上,述中に攻撃しかけても割に合わなくなった』」。(以上§36)

そして,こういう老玲な S加Ha 白牙は1183郁7月23日に Hvamm,で

亡くなった。 67歳であった。その頃 oddi で育ってぃた彼の息子 SnωH

は 5戚だった qS1伽d力冶α Sag4 §1)。

1

1 山ヨξ前fスノリの生涯と作品U,「,獣恕」 600号(岩波冉リ汚 1974午611), P.83。

1心上, P.80。

本石都て手ψ]]した刊本は, J6hannesson, J6n, Magnos Finnbogason & Kristj厶n

EldJ命n (eds.): shιrhmga sagα 1一Π, Reylくjavlk 1946,608; 1×+502 PP.

[本稿では St.と1略弔羽。 st.の細介としては,例えば Sohio,, K山t. S"g4"

h'1の'"hグ, st゛ttg甜t 1970 [= S1宮. Mohlo,, Abt. D. M 78], PP.60-66;

Benediktsson, Jakob: sturlunga saga, iΠκ1ιlhιr/1istoriS免 le免Siた0π for

?10rdiS心机iddι1αlder xV11, Kφ、eΠ1〕avn/Helsingfors/RVⅡ(/OSI0/Malm6

1972,Φ1..3郭一359 力q甫便。

In si.1, PP.63-H4 〔本稿では Shu・m と1略称]。

J611annesson, J6n, in si.Ⅱ, P. xxvii

61Sen, B. M.: um sturlungu, i11 Saf元 h'1 Sog1ι IS1αhrls Og iS1ιπZたノ'4

ムbι万1ιππtααづ for刀1ι og π夕j記Π1,1くaupmannal〕6fn 1897, PP.221 223

C{. Benedildsson, Jalく0b; stⅡrlu saga, in K'ιNル1 XV11, COIS.359 f

J6hannesson, in st.11, P し力、し Foote, P. G.: stutlusaga and itsXXVI

bacIくground, in S4ga一乃00免 of が1ι Vi厶blg sodιiy XΠ1, Lond。n 1950 51,

P.223 をも参照。

ム1ム・= h1伽dhw"6"。本稿にjUいた刊本は J01Φb BonodiR船即n 編[= 1S1ω地た

f0力υ"記 11, Rvik 196釘。引用沢文中の[]内はや1者による補文,以・F同様。

8.

1王

9

(30.フ.]976)
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10 ととで「すっかり川Ⅱ石された」と訳出した語 om夕ggt の仰柳選こついては,

J6hannesson,]6n:1S14πds /1isioriι i 万le110抗aldι1'ιπ. oversatt av H

Magemy,0.10/Bergcn/T,omSψ 1969, P.281 を参考。更にはιαπd"'抗α・

6dたの fj01ム),gづル d'1. jonリ.1, P.398)をも参照。

ιαπd汝h加h硫。使川しだΠUql」ゴ主9,10 の Jokob Benodik船即"ιαNdπ

編のもの[= 1'1. fω7υ'.1 1-2, RⅥk 1968]。

Ⅱ

Gudbrand vigfusson (ed.): stlu'hιπg4 S4gα 1, O×{ord 1878, P

Nordal, sigur6Ur: Sπω'1'i shιrhιS0π,2nd print., Rvi1ζ 1973, PP

CI. st.1, P.52

J6hannesson:1$1απds hist01'iι, P.193 は P6rδr のイiブJ11,兇を,辿川視してぃ

る。戸orgils saga 0た Ha/1iaαξ2 (st.1, P.13)によれば,彼は Pmgib

Oddason の勢ブJ下にあったと考えられる。

章番号は St.編著によるもの。本1高で靴番弓のみを付してある引川あるいは

参照仭市折はすべて Shグm からIRつている。

ιαπdπ. XXV11.記ttaskrι,

St.1, P.52. cf. shιr14 ξ 2

A3ttat61Ur (st.1, P.52)では, VHhjalnU の娘とされている。

Cf. SI.1, PP.35,122

16id., PP.116 ff.;ια11dπ., P.226.

Cf.ι4πιjπ./E仕aslqιr xV11 a-1〕,

Cf、三giιS saga Sたα11α一GI'hπSSO?14r.

C{.1S1ι.§ 10;ια"d"., P.272 footn.2; i厶id., P.318.なオ6, sno"i の文学

的才能はこれらの祖先たちの血をひくものであると,一般にどえられている。

しかし,父 St山la 力論毛介な理倫家であったことは本罪謁4-85ページの引川か

ら推測できる。
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Si.1, P.229

Cf.
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2 Cf. paasche, Frederi1ζ: Sπorrι Sh訂"hιS0π og shιrhmgιπι,2. OPPI,, OSI0

1948, P.49

{j6北釦部g町翫 3年冏の困外追放。民会における有罪宣告の後3夏以内にアイ

スランドから出国せねばならなかった。しかし,国外では追及売受けず安全を

保証され,国外滞在3年後には昂国を認められた。上述の期問以内に出国しな

い場介,罪は玉くされて,無U捌涙の迫放刑.k6gg肌彦となる。くわしくは,

Finsen, VH11j会lmur (ed.): GI'dg'S.1S1影71di?1gιπιS ι0τ1厶og i Fristate?1S

アid l [= N伽di.ko old.1Uifto,×1], Kjφbonhovn 1852,ξξ41,51一郭,

俳を参照。

f6血郡d6m, fj加baU部g町翫あるいは Sk6ggangr の刑を受けた老に対して

行なわれる。 i羊しくは, Grdgds l,§§ 48-51,62,66,69,フ7 を見よ。

h■mdma "hundルd"は,古代ゲルマン人のいわゆるイ大両>で,我々の120

に杣当。したがって,ここの350は,3 ×120+50=410。

"mt甜d6m託i洗Ⅱ世紀杓ルmこ設;碕された(d.八m.§8)最高裁判所とも呼ぶ

べき第工裁判所(Fimね阿6m町既に脳かれていた匹1つの地方裁判所 fj6角Ungs.

d6m,の後に股けられたために付けられた名称)の1罵判官K選出きれた名が裁

判業務の開始に先だって聖杏を手にして,正しい法であると儒じる裁定を村な

うことをt午っナCtq・言。 C{. Grdg'is l,§§ 41,43,44,47

hUΠ山節水来財産をはかる単.位に用いられたホー1、スハンく百尋、にイ1_凹す

るもので,妊ほ'牝小1頭の仙(kogildD であった。ある寳料によれぱ,牝牛1

頭の価は,1200年頃でホームスバン90~96尋たったカミ,1300年以降は120諒だっ

た(svein..on, E.01.. shグ1U"gaold, Rvik 1940, P.59)。

資料(stm'14 ND では単に,'"dwn"とあるだけ。このとき, Eino"は

"g田6i計 m.1dnn m0翫"「成熟した, 1'分に成長した男になってぃた」と記さ

れている。これから,彼が当塒16~18歳位だったと考えられよう。同じyt料に

よると, st山la が彼の以とネ'Y心したとき aN8鈎艶夏)彼は生後3冬を経てぃ

た。以上より,この口f件が起ったのは1160午代前半の数郁のととと思われる。

Cf. shιr14 §12 1bを1妾の文" EinarT lngibjargarson lく0m 110r6an um vetriΠΠ

Ok lika6i i11a, et hoS1ζar1 1〕ans vat S記r6r." 1、E.1.は[訪問してぃた]北部

地力から冬に婦ってきたが,内分の使用人が傷っけられたので不機嫌だった。」

3

4.

5

6

8

9

7



Cf. st.1, P.119

南西アイスランド 0ddi(R肌g命松Ⅱaゞ虹めの酋領で,当塒アイスランド随

ーの勇そ族 a124-97年)。祖父は S認mundt h66i sigf山.on (1056-U33)で

あり, 1辻捻ノルウェー王 Mogn山 boH鵬廿 01"豁on (イE位1093-1103年〕の

娘 P6ね a175イf残)であった。なお,本稿Ⅵ,2 (PP.84f.)に引いた St山10

の,いささか皮肉な言雌も参照されたい。

Cf.1SICπビ/blga sagα§1 (si.1, P.229).なお, Einarr porgilsson は1185仟

に B辻nin即の屋敷の明艘しを要求するが,この折に彼のどと息子たちに攻染

され,所傷を負った。それかもとで彼は岡イF]2乃15Πに死んだ(cf.ihid.ξ2

St.1, PP.229 f.)。

Cf. Nordal, P.12

12

6

1 Cf. Gr'g'S I,§86

Cf. shぴ1αξ9;本砿IV,1 (P.69)。2

VI
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Cf. Foote, P.230 10otn.45; shu'1α§32 f.の、16n Loltsson や§34 の PO「1ιkr

司敦の含集(本稿Ⅵ,2)。

U行_榔こよれば,匝1夕H銜丁に際して行なわれた財産管埋の契約は「3 午にわたっ

てイ、」効とする。しかし,その[3 午の扣川Uの]後は彼[タH回に旅行している者]

の妓、近緑の●噸光人た切が[彼の財雄を]保イiする」とされている(Gr昭心

1,▽7)。

06inn は知忠;を得,る代償に, yN÷1を欠ったという(エッタ,fリ Voh6Pd 28)。彼

はまた人ノごの問{こ不R1の穫をまく判1でもある。

P厶Ⅱと, S山d0 の女. GU6ny はそれそれ, Roy1勺aholt の糾1父 Mogn心

P6,60郎on の孫と曽孫(d. st.1, P.545; not0 3L I)。さらに, pa11 の息子

4求と Sturla の惣、子嫁{土そ才Lぞれ Ari {r6δi 1コ0rgilsson のιf;と曽孫(C{. st

Ⅱ,15. aJttsl(r〔i)。

Cf. porgils '"ga 0た fノαfli0α謁1

おなみに, sturla の.惑 fたも力珂虫立した'家を惜むように分配された父の越産

はマ〒々40フンドラズだった(C{.1Sleπdiπga sagα§6,10: st.1, PP.234,

2

3

5
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237)。

Cf. paascl]e, Fr

抗idde1αldι1'ι?1.[=

matlく, OSI0 1957, P

7 IvorgιS og lS1απds httel'atur

NorSι httι1'atur/1isto/'ie l.] Ny

404;山室, P.80。

iππii1 1ιtg4πgeπ αυ

Utg. ved A. Holts,


